
　明保地区は、野口雨情の終焉のゆかりの地と
して、旧居、詩碑、記念像などがあり、道路や橋、
団体やサークルにも雨情の名を沢山付けられて
いるなど、雨情をこよなく愛し、親しんでいます。
　明保地区では雨情の命日（1月27日）を雨情
の日として、各種事業を企画実施するため「雨情
文化を活かしたまちづくりプロジェクト」を立ち
上げました。（次年度以降も継続）

事業内容（28年度）
〇雨情情報コーナーの設置
 （明保地域コミュニティセンター）
〇一般用冊子の発行
〇児童用冊子の発行
 （明保小学校児童の副読本）
〇講演会の開催
〇雨情の歌を唄いましょう

29年度は下記の事項を企画しました
◇雨情祭りの開催
 （平成29年1月29日　日曜日）
◇講演会（基調講演、パネルディスカッション） 
　音楽会（明保小児童、雨情合唱団　他）
◇雨情情報発信の充実化
 （ホームページ・雨情情報コーナーの見直し、
　追加　パンフレットの作成）
◇旧居など施設の保全対策へのアプローチ
 （老朽化に伴う保存策の研究、検討など）

発　行 : 明保地区明るいまちづくり協議会
　　　　〒320-0851
　　　　宇都宮市鶴田町 3668-36
　　　　　明保地域コミュニティセンター内
　　　　TEL/FAX 0 2 8（ 6 4 8 ）7 2 5 3
Eメール:miho_com@snow.ucatv.ne.jp

第22号
H29.1

雨情文化を育むまちづくりへ
　　　　　　    さらなる発信

野口雨情 情報コーナー 雨情の日 講演会

一般用・児童用冊子 児童用冊子贈呈式 雨情の日 児童合唱



　私たちのまちは高齢化が急速に進み、高齢者の一人暮らしや高齢者のみの世帯が増えてきています。
　明保地区ではこれらの方々が安心・安全に、生きがいをもって過ごせる仕組みづくりやクラブ、サークル、教室な
どの居場所づくりが設置され、日常的な活動を行っています。

　災害時要援護者支援制度とは、集中豪雨や 地震などの自然災害に備え自力
避難が困難で避難に時間を要する災害時要援護者を、日頃から誰かが支援し、
どこの避難所に避難させるか などについて あらかじめ地域住民同士で決めて
おく、“地域ぐるみの助け合い”の制度です。
　この制度は地区災害時要援護者支援班や避難支援に携わる人々の温かい善意
（ボランティア）によって支えられている制度です。

◇ 対象者 ◇
　　見守り安心ネットワーク実施の対象者は65歳以上のひとり暮らし高齢者及び高齢者世帯。
　　　① 身体または精神上、日常生活に支障がある方。
　　　② 近隣者及び親族の交流が少なく、日常の安否確認が困難な方。

◇ 見守り活動員 ◇
　　見守り活動員は自治会ごとに次の者とする。
　　自治会役員、福祉協力員、ボランティア役員、民生委員、老人クラブ役員、
　　地域の住民などから。

◇ 見守り活動の実施 ◇
　　① 見守り対象者の把握。
　　② 高齢者見守り訪問調査票の作成。（地域の見守りを希望する高齢者）
　　③ 見守り対象者の台帳の作成。
　　④ 見守りを希望する高齢者の見守り実施項目及び連絡票。

ご近所の見守り・支え合いで
　　　　　安心に暮らせるまちづくりを進めよう

≪仕組みづくりの概要≫

明保地区災害時要援護者支援制度（平成21年9月発足）

明保地区高齢者見守り安心ネットワーク（平成24年3月発足）

☆感謝状
　安全で安心なまちづくり功労団体（栃木県知事）
　　防災会

☆表彰状
　福祉のまちづくり活動（宇都宮市長）　
　　社会福祉協議会

☆表彰状
　活気ある地域づくり活動（宇都宮市長）
　　三の沢北自治会

☆優秀賞
　春の交通安全県民総ぐるみ運動（宇都宮中央警察署長）
　　交通安全協会明保支部



　住み慣れたまちで暮らすための「地域包括ケアシステム」が進められています。
　明保地区では「まちづくりビジョン策定」の重要な課題として捉え、逐次チャレンジすることになりました。

明保地区　地域包括ケアシステム構想図
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　昨年、秋に日本中央競馬会・競走馬総合研究所が下野市へ移転し、閑

散としていましたが、オリンピック競技場となる東京馬事公苑の施設が改

築されるため、春には職員,競走馬が引っ越ししてきます。

　5年間の暫定期間ではありますが、馬の嘶きなど賑わいが蘇られます。

　4月3日（日曜日）体育協会の主催により、駒生グランド周回路をランニングやウォーキングする催しが行われまし

た。桜満開のもと、三世代が交流しながら、爽快な汗を掻きました。

　毎月第1と第3の木曜日に健康づくり推進協議会主催

の『ときめきストレッチ教室』が開催されています。ト

レーナーは同協議会のベテラン役員が務め、有酸素運

動に適度な汗をかきながら、和気あいあい健康づくり

のひとときを過ごしています。地域の皆さん是非、健康

づくりにお出かけ下さい。

JRA再び甦る

三世代交流・お花見ランニング

元気いっぱい・ときめきストレッチ教室



　地区リーダーの高齢化による後継者づくりは、深刻な課題として捉えられています。次世代の人材育成、発掘を狙

いとして明保地区では、40〜60歳代の方々を募り≪男塾≫を5回シリーズで開催しています。（今回で2回目）

　机上の講座、討議のみでなく、屋外パーティー、蕎麦打ち体験などを織り交ぜながら、地区の仲間づくりとして

の交流を図っています。

　男塾を修了した方で、地区の団体役員やボランティアクラブにデビューし、活躍されている方々もおり、これか

らのまちづくりの担い手として大いに期待されるものと思います。

　明保地区では、5年先、10年先のまちはどうあるべきか、その姿（将来像）を目標に掲げ、今の私たちが次世代の人た
ちに引継ぐ責務があることから、「まちづくりビジョン」を策定し、取り組んでいます。
　平成23年にスローガンとして「異世代が支え合う文化と自然を生かしたまち・明保地区」を掲げ、①異世代が触れ合
う交流づくり　②こどもの健全育成づくり　③高齢者が支え合う生きがいづくり　④次世代を担う活気ある人づくり
⑤文化と緑を育むまちづくり　をキーワードとして各ワーキンググループを編成しました。（67名の委員を委嘱）
　以後、75件の行動プログラムを設定し、個々にP（計画）D（実行）C（評価）A（再挑戦）を廻しながら、住民参加型
のまちづくりを進めています。

　明保地区明るいまちづくり協議会では、平成26年4月にホームページを開局し、1万件を超える検索数となってい
ます。まちの沿革、組織、各種団体、機関、施設などを紹介し、イベント、トピックスニュースなどの情報は逐次、お知
らせをしています。
　宇都宮市、明保小との相互リンク、野口雨情情報コーナー、活動写真の掲示（ギャラリー
スペース）情報開示の履歴やコミュニティカレンダー、広報誌のダウンロードなど構成や内容
を工夫しながら読み易く、親しまれるホームページを目指しています。

＊アドレス http://www.u-meiho.jp/または「明保地区明るいまちづくり協議会」を
　書き込みます。
＊右図のQRコードを携帯、スマートフォンで読み取ります。

地域デビュー≪男塾≫オープン

まちの将来像を掲げて・まちづくりビジョン策定

明保地区ホームページ・検索1万件を超える



　9月24日（土）明保小学校の校庭と体育

館で地域住民285名、西消防署・城山分署、

姿川消防団員が参加し、一般住民・土砂災

害・要援護者の避難誘導、心肺蘇生法、初期

消火訓練、資機材取扱、非常連絡電話などの

訓練や煙、起震車、放水の体験を行いました。

　これらの防災訓練は、繰り返し行うことに

よって、住民の互助・共助意識の醸成や交流

が図られるものと思います。

　9月18日（日）明保小学校体育会において、

75歳以上の方を招待し、地域の子どもたち

も参加した心こもれる≪もてなし≫や子ども

たちの合唱、地域の方のカラオケなど、和気

あいあいのひとときを過ごしました。

　特に子供たちによる、おじいちゃんやおば

あちゃんへの肩たたきは、ほのぼのとしたひ

とときでした。

　7月31日（日）天候に恵まれ、護国神社の宮

司により、子どもたちの健全育成を祈願し、

羽黒神社を目指して山車、大人・子どもみこし、

5つの子ども会・手づくりみこしが元気一杯、

ワイショイ、ワッショイ~と練り歩きました。

　境内広場では、地域団体や企業の方々の

手伝いによる沢山の出店と、よさこい踊り、

ゲームなどが賑やかに催しされ、楽しい一日

を過ごしました。

まちのイベントあれこれ

【夏祭り・子どもみこし祭り】

【敬老会】

【防災訓練】



　恒例の11月23日、鶴田羽黒神社の梵天祭

りが行われ、明保地区明るいまちづくり協議

会では、大人、子ども、孫の3本を奉納しまし

た。明保地域コミニティセンターを出発、街中

を揉みながら途中、太陽警備保障さんの広場

に明保地区の親役である上坪氏子の梵天と共

に合流し、4本一緒に揉み合いを行いました。

　また、今年で10回目となる、宮祭り・宮梵天では、明保地区・鶴田梵天

（大人と子供の2本）の勇姿を披露し、観客からの歓声が沸きました。

　10月29日（土）明保地域コミュニティセ

ンターにて開催されました。本館やちびっ子

広場での限られたスペースでしたが、実行委

員の方々の熱心な活動により、展示会、演芸

会、体験コーナー、フリーマーケット、チャリ

ティーバザーなど、地域の多勢の方々に来て

いただき、賑やかに行うことができました。

　イベントでは子ども会による、ハロウィーン

と星空映画会を行いました。

　10月9日（日）晴天のもと、明保地区最

大イベントである体育祭が明保小学校校庭

で開催されました。各自治会5チームが競

走種目で競い合い、三の沢西Aチームが優

勝しました。

　幼児、小学生、中学生（特に審判や設営な

どの応援）お父さん、お母さん、おじいちゃん、

おばあちゃんが各種目の競技に参加し、特

に昼時には皆が同じ弁当をいただきながら、

三世代が和気あいあいのひとときを過ごし

ました。

【体育祭】

【文化祭】

【梵天祭り】



めいほ あんなこと こんなこと

《雨情蕎麦クラブ》12/30
「どんぐり亭へ年越しそば実演」

《赤ひげ先生講演会》6/5
「高橋昭彦先生の話しに感動しました」

《異世代交流ハイキング》7/9
「玉原ラベンダーパーク」

《文学の旅》11/2
「東京浅草、浅草寺にて」

《赤十字募金支援活動》12/4
「沢山の募金が集まり皆、笑顔」

《県民総ぐるみ交通安全運動》4/6~4/15・9/21~9/30
「無事故を願って立哨しました」

《フェンスアート》6/11
「今年も素敵な作品ばかりです」

《流しソーメン》8/11
「今年も美味しかったよ」

《歩け中央公園・学べ博物館》11/3
「まだまだ足も頭も元気です」

《羽黒神社の落ち葉払い》12/5
「新年を迎える準備です」

《ときめき講座》5/26
「今年は落語で大笑いしました」

《環境点検》7/3
「今年もしっかり点検しました」

《ふれあい昼食会》12/2
「初めてのクリスマス会をしました」

《ネパール料理教室》11/11
「ネパールカレーに挑戦!」

《しめ飾り教室》12/22
「立派なしめ飾りでよいお年を」


